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超域研究機構第１期プロジェクト 

研究成果（中間）報告書－ 概要 － 

１．研究プロジェクト名 

「日本地球掘削科学の拠点形成：海洋底地球科学分野の強化と新領域（地下生物圏）の創成」 

２．研究プロジェクト構成員職・氏名 

プロジェクトリーダー     宮下純夫 (自然科学研究科・教授) 

松岡 篤 （理学部・教授) 

赤井純治 （理学部・教授） 

栗田裕司 （理学部・助教授） 

高澤栄一 （理学部・助教授） 

藤林紀枝 （教育人間科学部・助教授） 

豊島剛志 （自然科学研究科・助教授） 

小林健太 （自然科学研究科・講師） 

野中昌法 （農学部・助教授） 

志村俊昭 （理学部・助教授） 

学外者等    植田勇人 （弘前大学教育学部・助教授） 

足立佳子 （北海道大学研究支援員） 

根尾夏紀 （新潟大学自然学研究科後期課程） 

秋元 梓 （新潟大学自然学研究科後期課程） 

田中真二 （新潟大学自然学研究科後期課程） 

山崎秀策 （新潟大学自然学研究科前期課程） 

３．研究成果の概要 

(1) プロジェクトにおいて目標としたもの 

 本プロジェクトは，日本地球掘削科学コンソーシアムの設立に対応して，新潟大学に強力な

海洋底地球科学分野を構築することを基本的な目標として設定した。 

 これまでの深海掘削や海洋底地球科学分野の研究はアメリカ主導で行われてきた．しかし，

新たに開始された統合国際深海掘削プログラム（IODP）では日米が共同でになうことが求めら

れており，それに対応して行くために「日本地球掘削科学コンソーシアム」（J-DESC）が設立さ

れた．本プロジェクトでは海洋底地球科学に関連した研究を発展・創成し，コンソーシアムの

有力な構成部隊となることを目指している。 

(2) 目標に到達するために選択した方法・手段 

 研究グループ毎の研究推進を基本として，国内外から広く参加者を募ったシンポジウムを開

催し，研究拠点として本プロジェクトを確立して行く事を基本的な方法とした。 

また，IODP の国内における啓蒙・宣伝活動にも積極的に加わり，新潟大学内外への IODP の

概要とその意義を広める事も重視した。 

(3) その結果，得られた成果 

○学術的成果 

海洋底掘削に直接関連した研究では，高澤が大西洋中央部における IODP 第 209 次航海（2004
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年 5-7 月）に参加，ポストクルーズミーティングを北海道において開催。高澤はこのミーティ

ングのホスト。宮下は太平洋における世界初の海洋地殻第三層までの掘削に成功したIODP Exp. 

312（2005 年 11-12 月）の首席研究者を務め，2 名の本学大学院生も参加した。この成果の概

要はサイエンスに掲載された。また，インド洋ロドリゲス三重点における「しんかい 6500」を

用いた研究航海（2006 年 1-2 月）に本プロジェクトの大学院生が参加した。南西インド洋海嶺

から採取された岩石とオフィオライトに関する研究において，宮下は同院生とともに日本地質

学会優秀講演賞を 2 回受賞した。 

過去の海洋地殻—上部マントルの世界最大の岩体であるオマーンオフィオライトに関する研

究は，着々と進行しており，博士論文１件，修士論文 5件，卒業論文 5 件がこの期間に行われ

た。新潟大学がオマーンオフィオライト研究の拠点であることは内外に知られるようになって

きた。 

赤井は IODP の重点である地下生物圏の解明に関連して，深部地下におけるイオウサイクル

及び微生物-鉱物相互作用の研究を推進しており，オーストラリアのマーブルバーで、NASA,オ

ーストラリア、日本の国際プロジェクトとして、アストロバイオロジーの視点からボーリング

試料の解析をおこなっている。 

松岡は同一の珪酸塩試料から酸素と珪素の安定同位体比を同時に求めるための酸素・珪素同

位体抽出・精製装置を完成させ，太平洋の海底から得られたコアサンプルについて，放散虫化

石で年代を決定した試料の酸素同位体比を測定し，放散虫生層序と酸素同位体層序の関係を示

すことに成功し，深海堆積物による古海洋環境変動の解析を行う上での道筋をつけた。 

豊島，小林は中越地震に関連した地震断層や変状構造，地下水異常などについて精力的に調

査研究を行なっており，その成果の一部は新潟大学中越地震報告書に掲載されている。 

栗田は，日本各地の第三紀堆積盆の堆積構造の解析や堆積盆の形成プロセスの解明を進めて

おり，日本海形成前後のリフトの形成テクトニクスについて着々と解析を続けている。 

藤林は日本海沿岸や佐渡などに分布する新第三紀火山岩について，火山地質学的観点から研

究を進めており，海底火山の形成プロセスや，火山岩に含まれる捕獲岩から下部地殻の実体解

明などについて成果を挙げている。 

○研究集会の開催 

宮下・藤林は，2004 年 12 月に日本海超深度掘削を目指すシンポジウムを新潟大学超域研究

プロジェクトとして主催した。このシンポジウムでは日本海超深度掘削の目的は，１）大陸地

殻の薄化過程と日本海の成因の解明。２）日本海海洋地殻の実体と現在の日本海東縁収束帯の

活動史の解明が上げらた。後者のテーマには，中越地震も深く関わっている。 

栗田・藤林は上記の研究集会を発展させ，2006 年 4 月末に日韓合同海洋掘削シンポジウム

（JKOD2006-Niigara）を開催した。本シンポジウムには韓国から 9 名，両国あわせて 74 名，

18研究機関からの参加者があり，口頭発表29件，ポスタ−発表17件の合計46件の講演があり，

日本海を舞台とした掘削計画の推進や海洋モホール計画の推進にとって重要な一歩となった。  

以上，本プロジェクトが基本目標とした日本地球掘削科学コンソーシアムの拠点形成が着実

に進行した事を示している。 

○その他のワークショップ等のイベント 

イベント名：IODP 暫定科学立案評価パネル新潟会議 2003 年 5 月 22-25 日 藤林が主催 

  「地球を掘る」市民講演会 2003 年 5 月 24 日 栗田が事務局長 

イベント名：IODP 大学＆科学館キャンペーン（in 新潟）2005 年 4 月 28-29 日 

  教育人間科学部と新潟県立自然科学館とにおいて，展示および講演会を開催 藤林・宮

下が主催 

(4) 更新する期間（３年間）で目標とする事項及びその研究計画 

①目標 

 巨大掘削船「ちきゅう」の運行を迎え，本プロジェクトでは新潟大学における海洋底地球

科学分野の飛躍的強化と海洋モホール計画への拠点形成を図る。日本海などでの超深度掘削

により，人類未踏のマントルまでの掘削やマントル地殻相互作用と地殻形成プロセス，日本

海の形成プロセスとその要因，日本海東縁変動帯による収束過程，日本海形成時から現在ま
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での環境変動を解明する。このために１）海洋地殻・マントルの実体解明，２）大陸地殻の

薄化現象，３）堆積盆形成機構および堆積層からの環境変動解析，４）構造解析・収束テク

トニクスの４つのグループで有機的に協力・研究推進を図る。これらを核として新潟大学に

おいて，日本海や海洋モホールに関するシンポジウムを組織し，日本海掘削プロポーザルの

作成・実現へ向けて，富山大・金沢大・島根大・信州大，海洋研究開発機構などとの連携を

深める。これまでに既に 2 回のシンポジウムを主催しているが，本プロジェクトを実施する

事により，日本における研究拠点としての位置を強固に確立する。 

②研究計画 

②-1 本プロジェクトは４つの研究グループ毎に，プロジェクトの研究目的に沿った先端的

研究を推進することを第１の柱とする。これまでの努力により整備されてきた地球物質分

析室を効率的に稼働させ，先端的な研究を推進して成果を出していくことが，新潟大学の

地位を高めて更なる大型予算の獲得へとつながるであろう。 

②-2 本プロジェクトでは，日本海超深度掘削・海洋モホール実現という目標を設定した。

これは狭い専門分野や一大学のグループだけでは困難で広い協力が必要である。そのため

に，本プロジェクトに関連しうる大学，とりわけ環日本海の諸大学の研究者との強力な連

携を作り出すために，シンポジウムなどを必要に応じて開催し，日本での中核としての役

割を果たすとともに，韓国，ロシア，中国の環日本海諸国の大学・研究機関との連携も強

めながら，科学的に価値の高いプロポーザル作成を行う。 

②-3 特に重点を置く研究実施項目として，１）高速拡大海嶺の地殻の実体とその形成プロ

セスの解明（IODP Exp.312 サンプルによる精密研究と同一孔におけるさらなる掘削プロポ

ーザル，しんかい 6500 を用いた潜航調査による地殻物質採取とその解析（インド洋およ

び太平洋），２）オマーンオフィオライト（世界最大・最良の過去の海洋地殻—上部マント

ル）に関する研究をさらに推進する事により，精密な海洋地殻—上部マントルにおける地

質学的・岩石学的プロセスを解明し，海嶺下のマグマシステムの総合的解析において世界

をリードする。 

(5) 研究発表実績 

ア：学術雑誌（レフリー付き）69 編 

イ：口頭発表 209 編 

ウ：出版物 9 件 

(6) 研究成果による知的財産権の出願・取得状況 

特になし 

(7) 新聞等のメディアに掲載された事項 

新聞報道 

１．毎日新聞，２．読売新聞，３．朝日新聞，４．新潟日報，５．北海道新聞，６．Yahoo 

News, ７．新潟日報，８．産経新聞，９．朝日新聞 

１-6 ではサイエンスに掲載された論文について報道され，宮下のインタビューが掲載され

ている。７，８は掘削へ出発前に行なわれた宮下へのインタビューが掲載されている。９

には中越地震に関連した記事が掲載されている。 

テレビ：サイエンス・チャンネル 

「科学コミュニケーターによる IODP の紹介」：宮下が共同首席研究者を務めた IODP Exp. 

312 に乗船した科学未来館の科学コミュニケーターによる紹介番組で，船上での様子や下

船後に宮下が受けたインタビューが掲載されている。本番組はサイエンス・チャンネルで

放映されるとともに，サイエンスライブラリーとして全国の博物館等に配布予定となって

いる．英語版も製作されている。 
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2006 年 4 月 21 日（金） 

読売新聞 
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